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1 問題と目的

　本研究で は 、身 辺 自立 に 関わ る
一

連 の 行 動 を遂

行する こ とは で き る が、そ の 行為 が必要 な場面 で

生起する頻度が著 し く低い 知的障害の男子 生徒に

対 して 、身だ しなみ行動 を適切なタ イ ミ ン グ で行

うため の 有効な支援を検討 した。
2 方法

対象者 ： 高校 2 年 の 男子生徒 A （以 下、A 生と記

す）で 、 知 的障害 、
ADHD の 診断 を受 け て い た

。

WISC 一
皿 の結果、全検査 IQ62 、言語理解 62、 知覚

統合 72、注意記憶 103、処理速度 52 で あっ た。手

洗 い 、歯磨 き、洗顔な ど の 身 だ し なみ 行動 を、視

覚手 が か りや、支援者か らの 声か けの 支援が あ っ

て も実行 で きない こ と が頻繁に ある。

標的行動 ： 登校 して 着替 え た 後 、ハ ン カ チ 、テ ィ

ッ シ ュ を携帯する。

期間・場面 ： 1 かA 間 （20 × × 年 5 月〜 6 月）登校
〜朝の 準備 の 時間 10 分間で 毎日実施 し た 。

手続き ：＜ BL ＞朝 の 着替え の 後 に ハ ン カ チ 、テ ィ

ッ シ ュ を携帯す る よ う声 か け した 。＜介入 1 ＞ A 生

に対 し 、 教師 （第
一著者）が チ ェ ッ ク リス トを用

い る こ とを提案 し、登校時に必ず 目に入 る よ うに

A 生 の 机 上 に チ ェ ッ ク リス トの 用 紙 とペ ン を置 い

た。し か し、自らチ ェ ッ ク リス トを用 い る こ とは

無 く、チ ェ ッ ク リス トの 上 にかばん を置 い て しま

うほ どだ っ た。＜ 介入 2 ＞ A 生 と相 談 し、本人 も実

行で きそ うだ と発 言 もあ っ た カ
ー

ドを机 上 に貼付

す る方法 を採用 した 。 大 きさや色 、貼 る位置や使

い 方 に つ い て も相談 し、 行動 の 流れ を確認 し た 。

・カー
ドは 6× 8c皿 の 大 きさで 、

ハ ン カチ 、 テ ィ ッ

シ ュ と印字 し、A 生が気付 きやす い 黄色で 着色す

る。
・A 生 が着替え に行 く前に カー ドの 上 に ハ ン カチ、

テ ィ ッ シ ュ を置き、着替え か ら帰 っ て きた らポ ケ

ッ トにハ ン カ チ、テ ィ ッ シ ュ を入れ る。

　ハ ン カチ 、テ ィ ッ シ ュ は家か ら持 っ て くる こ と

が 望ま し い が 、家か ら持 っ て 来て い な い場合は 、

教室 の ロ ッ カ ーに ある予備 の 物を使用 し て よ い こ

とに し た。

　ハ ン カ チ 、テ ィ ッ シ ュ をポケ ッ トに 入れ た とき

に 「やれ ばで きる男だね ！」 な どと称賛 した。ま

た 手洗い や、鼻か み の とき に実際に使用 した とき

に も称 賛 し、ハ ン カチ、テ ィ ッ シ ュ を持 っ て き て

い る こ との よ さを理解で きる機会 を積んだ。

3 結果と考察

　BI． 期、ハ ン カチ、テ ィ ッ シ ュ を持 っ て くる こ と

は 無か っ た 。 介入 1 で は チ ェ ッ クす る 方法 を用 い

た が、有効な支援 とならなか っ た 。 介入 2 の 結果、
生徒 A は 登校す る と、カー ドの 上 に ハ ン カチ、テ

ィ ッ シ ュ を 置 い て か ら着替え に 行 き 、着替 えか ら

戻 っ て くる と、ポケ ッ トに 入 れる様子が連 日安定

して 見 られた。行動 の 最中に他の 生徒か ら話 し か

け られ て動 きが
一時遮 られ た とき も、そ の 後最後

ま で 行動 を完遂 で きた とい うこ とがあ っ た 。 加え

て 、ハ ン カ チ 、テ ィ ッ シ ュ を家か ら持 っ て くる と

い う行動も同時に増え て い っ た。こ の こ ろ か ら手

洗い の 回数 も増 え、 トイ レ の 後や掃除の 後の 手 洗

い は確認で き る だ け で もほ ぼ毎回達成で き て お り 、

手 を洗 っ た後は ハ ン カチ で 手 を拭い て い る 。

　 こ の こ とか ら、A 生 に は 本入が で きそ うだ と思 え

る 手段 を支援者 と
一

緒 に考え る こ とと、手 が か り

の 色や 配置が 、有効な支援 の 構成要素 で あ っ た と

考え られる。
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3 ： 人的 支援 な し で で きた

2； 声 か けの 支援 で で きた

1： 声か け と指 さ しの 両方 の 支 援で で きた

0： 支 援 をす る が 生起せ ず

図 1　標的 行動 の 精度 の 変化
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